
 

 

 【学校教育目標】   やさしく    かしこく     たくましく   

○数字は学年を表す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

・避難訓練は、予告無しで実施します。 

日 曜日 モジュール 予 定 

1 水  
なかよし読み聞かせ 

出前授業⑤⑥ 読書月間始 

2 木  児童集会 委員会活動 

3 金  社会科見学④ 出前授業② 

4 土   

5 日   

6 月  全校朝会 安全指導 

7 火 ○  

8 水  新１年生保護者会 

9 木  クラブ発表集会 クラブ活動 

10 金 ○ 起業家講演⑥ 

11 土  建国記念の日 

12 日   

13 月  
全校朝会 

幼稚園交流⑤ 

14 火 ○ 昔遊び② 地区班長会議  

15 水   

16 木  音楽朝会 クラブ活動 

17 金 ○   

18 土   

19 日   

20 月  
全校朝会  

中学美術出前授業⑥ 

21 火 ○  

22 水  体育朝会 ６年生を送る会 

23 木  天皇誕生日 

24 金  お別れ交流会 

25 土   

26 日   

27 月  
全校朝会  保護者会⑤⑥○す  

ねりまおはなしの会①②③○す  

28 火 ○ 
読書月間終 保護者会①② 

中学校授業体験⑥ 

練馬東小だより 

令和５年 １月３１日  

練馬区立練馬東小学校  

校 長  髙野 正之 

第 １０ 号 

２月の行事予定 
「挑む」と「逃げる」 

校長 髙野 正之 

 今年度２回目となる「短なわ週間」を先週まで

行いました。自分で立てた目標に向かって、楽し

そうに練習に励む子供たちの姿に、元気をもらい

ました。友達と互いの技を見せ合ったり、一緒に

並んで跳んだりするなど、互いに切磋琢磨する様

子が校庭の随所で見られました。 

今回も、３～６年生のなわとびボランティア

が、跳んだ回数を数えたり、技を教えたりして活

躍しました。自分にできることは何かと考え、行

動に移そうとする気持ちが尊いです。 

日米のプロ野球で活躍したシアトル・マリナー

ズ特任コーチの岩隈久志さんは、次のように語っ

ています。 

「プロスポーツの世界では、常に結果が求めら

れ、結果を出せなければ続けていくことはできま

せん。 

しかし、教育過程におけるスポーツでは、‘‘失敗

を怖がらずにチャレンジすること”を重視すべきだ

と思っています。それが、生きる力や人生の豊か

さに直結すると考えているからです。」 

できなかったことができる喜び、努力したから

こそ感じられる充実感を、子供たちには、数多く

味わってほしいと感じています。 

物事が起こりそうな気配を兆
きざ

しと言います。こ

の「兆」の文字を含む漢字に、「挑む」と「逃げ

る」があります。これらの文字は、心に起こった

変化の兆しをどちらに向けるかで、その後の行動

や結果が大きく変わることを示唆しています。 

子供たちが、勇気をもって新たな挑戦を積み重

ねていけるよう、これからも保護者・地域の皆様

と共に見守り、支えていきたいと思います。 



 

 

 【３つのモットー】   つづける    つたえる    つながる   

◇ ユニセフ募金 ◇ 

 １月１２日（木）のユニセフ集会では、ユ

ニセフに関する映像を紹介しました。代表委

員が制作したビデオを見ることを通し、ユニ

セフの意義と共にビデオに込められた思い

が、児童に伝わっているのが感じられまし

た。集会の効果もあり、２日間の募金では、                         

１２５，５１５円もの募 

金が集まり、早速ユニセ 

フ協会に寄付しました。 

御協力いただき、誠に 

ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

          

 

 

 

 

 

 

★☆ 社会科見学(３年) ☆★ 

 １月２４日（火）に、３年生にとって初めての社会科見学がありました。練馬区役所、ＪＡ東京あ

おば、ふるさと文化館に行き、昔と今の練馬区の違いや、農業、練馬大根について学びました。どの

児童もきちんと見学の約束を守り、施設の方の話をしっかりと聞き、学びを深めることができました。 

  

◇ 短なわ週間を終えて ◇ 

 １月１６日～２７日の中休みを各学年に割り

当て、全校でなわ跳びに取り組みました。 

得意な子も苦手な子も、みんなが楽しく取り

組めるように、３～６年の児童から「なわとび

ボランティア」（なわボラ）を募集し、約６０

名の児童が集まりました。技のポイントを教え

る「技ボラ」、跳んだ数を数える「数ボラ」

が、主に、低学年の子供たちに対して、意欲的

に声を掛けている様子が印象的でした。 

「数を数えようか？」と声をかけ、跳んだ回

数を数えたり、技のポイントを教えた子が、目

の前で技を成功させると、「すごい！！」と一

緒に喜び合ったりと、なわボラの活躍が大いに

見られました。 

 これを機に、子供たちが日常的に運動に取り

組むことができるよう、日々の体育の学習も充

実させていきます。 

 

◇ 読書月間 ◇ 

２月の読書月間に、１～３年とすずしろ学

級は「ねりまおはなしの会」による語り、４

～６年は春日町図書館主催のブックトークを

行います。 

また、コロナ禍で中断していたミニ・ビブ

リオバトルも再開します。自分のお気に入り

の本の魅力を３分間で話し、２分間で質問に

答えます。話し合いを通して、「ぜひ、読んで

みたい本」に選ばれると、チャンプ本として

表彰されます。本のジャンルは自由です。さ

て、どのような本が選ばれるでしょうか。

す。 

 


